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問
市
内
の
一
般
家
庭
家
屋
の
新
耐

震
基
準
ク
リ
ア
率
に
つ
い
て
は

答
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
、

70
・
17
％
で
す
。

問
駿
河
湾
沿
岸
地
域
住
民
に
対
す

る
「
高
台
移
転
希
望
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
つ
い
て
は

答
令
和
２
年
度
に
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
１
９
１
世
帯
中

39
世
帯
が
、
高
台
移
転
を
考
え
て
い
る

と
の
結
果
で
し
た
。

問
３
・
11
東
日
本
大
震
災
時
、
福

島
第
一
原
発
で
記
録
し
た
震
度

は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
、
東
海
～
南
海

ト
ラ
フ
地
震
で
、
浜
岡
原
発
で
想
定
さ

れ
て
い
る
最
大
震
度
は

答
福
島
第
一
原
発
は
、
震
度
６
強

が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
浜
岡
原

発
は
、震
度
７
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
震
度
６
強
と
、震
度
７
の
差
は
、

ど
の
程
度
か

答
震
度
６
強
で
は
、
耐
震
性
の
低

い
木
造
建
物
は
、
傾
い
た
り
倒

れ
た
り
し
ま
す
。
震
度
７
で
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
で
も
、
耐
震
性

が
低
け
れ
ば
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

問
原
発
事
故
時
の
住
民
避
難
計
画

に
つ
い
て
は
、
定
例
会
で
昨
年

２
名
の
議
員
、
一
昨
年
１
名
の
議
員
が

冬
季
の
避
難
計
画
に
疑
問
を
表
明
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
修
正
は
実
施
さ
れ
た

か
答
国
・
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
協

議
中
の
た
め
、
計
画
の
修
正
に

は
ま
だ
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
浜
岡
原
発
は
、
海
側
に
港
が
な

い
日
本
で
唯
一
の
原
発
の
た

め
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
教
訓
で
、

遠
州
灘
に
原
発
敷
地
を
取
り
囲
む
防
波

堤
建
設
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の

考
え
は

答
仮
定
の
話
に
つ
い
て
は
、
お
答

え
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。問

昨
年
７
月
に
東
京
電
力
㈱
に
対

す
る
株
主
代
表
訴
訟
の
一
審
判

決
が
下
さ
れ
た
が
、
そ
の
判
決
に
つ
い

て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
答
個
別
の
訴
訟
に
対
す
る
も
の
で

す
の
で
、
お
答
え
は
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

一般質問

齋藤　洋

•	

東
海
～
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て

•	

浜
岡
原
発
再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

問
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生

確
率
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
御

前
崎
市
に
お
け
る
津
波
に
対
す
る
認

識
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
新
野
川
河
口

か
ら
掛
川
市
境
ま
で
の
防
潮
堤
建
設
と

筬
川
、
新
野
川
の
水
門
建
設
の
計
画
は

あ
る
の
か

答
静
岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定

で
は
、
本
市
は
最
大
津
波
高
が

19
ｍ
、
平
均
津
波
高
は
12
ｍ
、
人
的
被

害
は
最
大
で
死
者
数
２
千
人
、
重
軽
傷

者
数
約
80
人
、
建
物
被
害
は
全
壊
約

５
百
棟
、
半
壊
約
２
百
棟
と
な
っ
て
い

ま
す
。
防
潮
堤
の
整
備
に
関
し
て
は
、

沿
岸
部
の
地
形
や
内
陸
部
の
土
地
利
用

状
況
か
ら
堤
防
幅
が
確
保
で
き
な
い
箇

所
が
あ
り
、
堤
防
整
備
が
で
き
な
い
こ

と
や
、
膨
大
な
建
設
コ
ス
ト
が
か
か
る

こ
と
か
ら
、
当
面
の
間
は
命
を
守
る
ソ

フ
ト
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
が
、
今

後
も
継
続
し
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
防
潮
堤
水
門
に
関
し
て
は
対
策
不

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
御
前
崎
市
の
人
口
減
少
率
は
、

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
自

然
減
少
に
加
え
社
会
減
少
に
よ
る
ダ
ブ

ル
パ
ン
チ
の
人
口
減
少
が
顕
著
で
す
。

昨
年
度
転
入
者
県
下
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

焼
津
市
は
、
転
入
者
増
加
の
理
由
と
し

て
「
子
育
て
施
策
の
成
功
」
と
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
達
成
」
を
強
調

し
て
い
ま
す
。御
前
崎
市
の
人
口
減
少・

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
伺
う

答
本
市
は
「
第
２
期
御
前
崎
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
・
少
子

化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
人
口
の
社
会
増
減
改
善
の
た
め
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
景
気
が
回
復
傾
向

に
あ
る
た
め
、
新
野
地
区
の
工
業
用
地

候
補
地
へ
の
用
地
取
得
と
し
て
、
令
和

５
年
度
当
初
予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
働
く
場
所
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一般質問

鈴木克己

•	

津
波
対
策
と
し
て
の
水
門
・
防
潮
堤

建
設
に
つ
い
て

•	

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

新野川河口新野川河口

東日本大震災津波被害状況東日本大震災津波被害状況


